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「
変
化
」
を
お
そ
れ
ず
に

　
ま
っ
た
く
早
い
も
の

で
辰
年
の
２
０
１
２
年

も
今
日
か
ら
６
月
・
水

無
月
。
最
近
は
日
差
し

の
強
さ
、
蒸
し
暑
さ
を

感
じ
る
日
も
あ
り
、
梅

雨
入
り
が
近
づ
い
て
そ

の
日
が
気
に
な
る
頃
に

な
っ
た
。

　
今
年
は
春
に
、
新
聞

の
廃
刊
、
創
刊
な
ど
、

公
私
と
も
ど
も
大
き
な

出
来
事
が
続
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
か
ら
か
、
時

の
流
れ
が
特
別
に
加
速

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
、
変
化
、
変
革
、「
変

わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
、
自
分

に
と
っ
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、

そ
れ
を
実
感
す
る
年
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
何
か
が
変
わ
り

何
か
が
新
た
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
る
。

　
「
地
球
に
触
れ
な
さ
い
　
大

地
を
愛
し
な
さ
い
　
地
球
を
讃

え
な
さ
い
　
平
原
、
谷
、
丘
、

海
を
讃
美
し
な
さ
い
　
静
か
な

　
誰
も
い
な
い
場
所
で
　
あ
な

た
の
魂
を
休
め
な
さ
い
　
な
ぜ

な
ら
　
す
べ
て
の
生
命
（
い
の

ち
）
は
　
地
球
か
ら
の
贈
り
物

で
す
　
そ
し
て
生
命
は
　
生
き

も
の
だ
け
で
な
く
　
す
べ
て
の

も
の
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
」
と
、
こ
の
詩
を
紹
介
す
る

な
ど
し
て
新
聞
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
た
今
年
。

　
春
に
は
市
長
選
が
あ
り
、
白

川
博
一
市
長
が
再
選
を
果
た
し

た
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
手

腕
の
見
せ
所
で
あ
り
、
こ
の
４

年
間
は
こ
の
島
・
壱
岐
に
と
っ

て
も
非
常
に
大
切
な
時
期
に
な

ろ
う
。
出
始
め
た
「
芽
」
を
い

か
に
伸
ば
し
育
て
る
の
か
、
前

号
、
今
号
と
２
回
に
わ
た
り
掲

載
し
た
▽
離
島
振
興
▽
行
財
政

改
革
▽
産
業
の
振
興
▽
福
祉
・

健
康
づ
く
り
▽
教
育
▽
病
院
事

業
▽
防
災
―
の
項
目
か
ら
な
る

市
長
の
所
信
表
明
を
参
考
に
、

こ
の
島
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
、

未
来
像
を
描
き
、
行
動
を
各
々

の
場
で
前
向
き
に
起
こ
し
て

淡
々
と
進
め
た
い
。

　
こ
れ
な
ど
も
変
化
の
表
れ
。

目
指
す
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
民
で

あ
れ
ば
、
そ
の
所
信
表
明
に
も

あ
る
よ
う
に
、
壱
岐
の
振
興
、

発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
明
日
に
希

望
が
持
て
、
幸
福
感
が
実
感
で

き
る
生
活
、
ま
ち
―
な
ど
。
皆

が
共
有
し
て
い
る
は
ず
の
非
常

に
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
漠

然
と
し
て
い
る
も
の
の
、
個
々

の
場
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

と
、
当
然
そ
の
ポ
イ
ン
ト
へ
は

様
々
な
行
き
方
、
目
指
し
方
が

あ
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
観
じ

ら
れ
る
行
動
へ
の
手
掛
か
り
が

見
え
て
こ
よ
う
。
観
じ
ら
れ
れ

ば
、
後
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
多
角

的
に
起
こ
し
続
け
る
こ
と
で
あ

る
。

　
時
に
共
感
し
合
え
る
人
た
ち

と
つ
な
が
っ
て
共
に
行
動
し
た

り
、
さ
ら
に
新
た
な
出
会
い
か

ら
新
た
な
道
を
行
っ
た
り
、
時

に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
羽
ば
た
き
、
思
い
っ

き
り
自
分
を
表
現
し
て
み
る
こ

と
で
、
新
た
な
経
験
を
得
る
中

に
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
芽
」

に
つ
な
が
る
よ
う
な
「
何
か
」

を
発
見
す
る
こ
と
も
。

　
と
に
か
く
動
い
て
み
る
。
考

え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
動
い

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
も
の
。
ま
さ
に
自
分

を
含
め
て
そ
の
変
化
を
お
そ
れ

ず
に
―
で
あ
る
。

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
17
日
～
23
日
届
出
分
）

《
俳
句　

島
を
詠
む　

六
月
①
》

六
月
や
白
き
小
花
の
香
の
充
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
良　

奈
々
月

　

六
月
の
季
語
を
繙
（
ひ
も
と
）
く
と
、
ま
ず
花
の
多

さ
驚
き
ま
す
。
各
々
の
花
の
名
前
を
覚
え
、
選
ぶ
の
も

楽
し
い
時
間
で
す
が
、
掲
句
は
こ
の
時
期
に
小
さ
な
白

い
花
が
競
う
よ
う
に
咲
き
、
島
の
山
路
を
歩
き
つ
つ
そ

の
芳
香
も
堪
能
で
き
る
嬉
し
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

好ゲームを展開した選手たち

印通寺港ターミナル前で行われた壮行式

健
闘
！
壱
岐
選
手
団

第
９
回
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

大
宝
渡
良
ク
ラ
ブ
が
優
勝

第
18
回
九
郵
杯
市
Ｓ
Ｐ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

本
市
選
手
団
・
勇
躍
出
発
！

第
18
回
九
郵
杯
市
Ｓ
Ｐ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

５
ク
ラ
ブ
が
出
場

赤
木
保
旗
争
奪
・

市
少
年
剣
道
大
会

白
川
市
長

所
信
表
明

〜
１
面
か
ら
〜

釘山チームが優勝
28チーム・１６０人が出場

きになるスタンプ杯ゲートボール大会

【
勝
本
町
】

▽
志
賀
彩
乃
（
あ
や
の
）
ち
ゃ

ん
／
清
悟
・
西
戸
触

【
芦
辺
町
】

▽
平
山
ひ
な
り
（
ひ
な
り
）
ち
ゃ
ん

／
健
人
・
芦
辺
浦
▽
山
口
明
莉
（
あ

か
り
）
ち
ゃ
ん
／
聡
・
諸
吉
本
村
触

【
勝
本
町
】
　

▽

大

久

保

イ

ツ

子

さ

ん

（
１
０
０
）
坂
本
触
▽
亀
井
眞
貴

子
さ
ん
（
83
）
本
宮
南
触
▽
立

石
ミ
ツ
子
さ
ん
（
95
）
勝
本
浦

【
芦
辺
町
】

▽
白
川
治
幸
さ
ん
（
83
）
中
野

郷
本
村
触

【
石
田
町
】

▽
野
本
君
江
さ
ん
（
75
）
池
田

仲
触

　
「
き
に
な
る
ス
タ
ン
プ
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
25

日
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
、
白
熱
し

た
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

　
今
回
で
18
回
目
と
な
る
同

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
市
内

各
地
か
ら
28
チ
ー
ム
、
１
６
０

人
が
出
場
し
て
行
わ
れ
、
ど
の

ゲ
ー
ム
で
も
選
手
た
ち
は
優
勝

を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
釘
山
チ
ー
ム
（
郷
ノ
浦
町
）

優
勝
し
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
メ
ダ

ル
、
賞
品
を
獲
得
し
た
。

　
準
優
勝
は
黒
潮
会
（
勝
本

町
）、
３
位
・
新
庄
東
（
同
）、

４
位
・
昭
和
町
（
石
田
町
）。

　
第
18
回
九
州
郵
船
杯
市
Ｓ
Ｐ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
5
月
13

日
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
専
用
球
場
で
6
チ
ー
ム

が
出
場
し
て
開
か
れ
、
大
宝
渡

良
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
た
。
　

　
大
会
は
3
チ
ー
ム
ず
つ
Ａ
，

Ｂ
２
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
決
勝
戦
は
両
パ
ー
ト
の
1

位
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
競
わ
れ
大

宝
渡
良
ク
ラ
ブ
と
郷
ノ
浦
ク
ラ

ブ
が
対
戦
、
同
渡
良
ク
ラ
ブ
が

10
―
７
の
ス
コ
ア
で
優
勝
し

た
。
両
パ
ー
ト
の
2
位
チ
ー
ム

で
行
わ
れ
た
３
位
決
定
戦
は
、

芦
辺
壮
年
ク
ラ
ブ
と
渡
良
ク
ラ

ブ
が
対
戦
、
芦
辺
壮
年
が
3
位

に
な
っ
た
。

　
最
優
秀
・
優
秀
選
手
、
に
は

優
勝
チ
ー
ム
か
ら
、
最
優
秀
に

石
橋
幹
行
選
手
、
優
秀
に
野
元

憲
治
選
手
が
選
ば
れ
た
。
敢
闘

賞
は
田
原
忠
信
選
手
（
郷
ノ

浦
）、
山
本
一
也
選
手
（
芦
辺

壮
）
の
２
人
。
監
督
賞
・
下
条

浩
治
監
督
（
大
宝
）。

　
県
、
県
健
や
か
長
寿
財
団
、

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

の
第
9
回
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
「
全
国

健
康
福
祉
祭
宮
城
・
仙
台
大

会
」
へ
の
派
遣
選
手
選
考
会
を

兼
ね
12
日
、
長
崎
市
、
総
合
運

動
公
園
他
9
会
場
で
、
県
内
各

地
か
ら
18
種
目
に
選
手
、
役
員

約
3
千
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。

　
高
齢
者
が
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

活
動
を
通
じ
て
、
健
康
の
保

持
、
増
進
、
生
き
が
い
の
高
揚

を
図
り
、
明
る
い
長
寿
社
会
づ

く
り
を
推
進
し
よ
う
―
な
ど
と

行
わ
れ
、
本
市
選
手
団
は
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
女
子
の
部
で
村
川

ナ
ツ
子
さ
ん
が
優
勝
、
男
子
の

部
で
有
田
延
幸
さ
ん
が
３
位
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
60
代
5
㌔
の
部

で
松
山
サ
チ
子
さ
ん
が
３
位
、

わ
の
わ
リ
ン
グ
で
も
壱
岐
チ
ー

ム
（
今
西
國
善
・
中
村
邦
彦
・

町
田
泰
司
・
末
永
榮
幸
・
松
本

充
宣
の
５
人
編
成
）
が
３
位
に

入
る
な
ど
健
闘
し
た
。

渡
良
Ｓ
Ｃ
が
優
勝

九
郵
杯
・
市
小
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
第
８
回
九
州
郵
船
杯
市
小
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月

12
日
、
13
日
の
両
日
、
郷
ノ
浦

町
、
大
谷
専
用
球
場
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
野
球
場
で
、
第
26
回
全
国

小
学
生
・
第
14
回
西
日
本
小
学

生
・
第
30
回
九
州
小
学
生
・
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
壱
岐
予
選

と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

　
同
大
会
に
は
市
内
の
６
チ
ー

ム
が
出
場
し
て
攻
守
に
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
る
好
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
、
決
勝
戦
で
渡

良
Ｓ
Ｃ
を
４
―
２
の
ス
コ
ア
で

破
っ
た
芦
辺
レ
ッ
ド
パ
ワ
ー
ズ

が
優
勝
、
全
国
県
予
選
へ
の
切

符
を
獲
得
し
た
。

　
準
優
勝
の
渡
良
Ｓ
Ｃ
が
西
日

本
県
予
選
、
３
位
の
初
山
フ
ァ

タ
ー
ズ
が
九
州
県
予
選
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
壱
岐
剣
道
協
会
主
催
の
第
24

回
赤
木
保
旗
争
奪
・
市
少
年
剣

道
大
会
が
3
日
午
前
9
時
か
ら

午
後
1
時
ま
で
、
郷
ノ
浦
町
、

盈
科
小
学
校
・
体
育
館
で
、
市

内
５
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
出
場

し
て
開
か
れ
る
。

　
第
12
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
26
、
27
日
、
長
崎
市
、

総
合
運
動
公
園
・
か
き
ど
ま
り

陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
か
れ
た
が
、
同
大
会
を
前
に

26
日
、
本
市
選
手
団
（
団
長
・

篠
﨑
絹
代
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
副
会
長
）
の
壮
行
式
が
午

後
零
時
40
分
か
ら
石
田
町
、
印

通
寺
港
公
園
で
開
か
れ
た
。

　
壮
行
式
で
は
、
市
福
祉
事
務

所
・
川
原
裕
喜
所
長
の
挨
拶
に

続
き
、
白
川
博
一
市
長
、
県
壱

岐
振
興
局
・
久
村
豊
彦
局
長
・

市
議
会
・
市
山
繁
議
長
が
「
練

習
の
成
果
を
最
後
ま
で
発
揮
し

て
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
、
良
い
成
績
が
残
せ
る

よ
う
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
激
励
、
団
長
の
篠

﨑
同
福
祉
協
会
副
会
長
が
「
励

ま
し
の
言
葉
、
様
々
な
支
援
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

き
ま
す
」
な
ど
と
決
意
表
明
、

選
手
団
を
山
本
啓
介
県
議
が
万

歳
で
激
励
、
選
手
た
ち
は
同
1

時
20
分
発
の
フ
ェ
リ
ー
で
大
会

に
向
け
勇
躍
出
発
し
た
。

民
病
院
へ
か
た
ば
る
病
院
の

機
能
を
統
合
し
、
経
営
の
一
本

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
防
災
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年

が
経
過
し
、
被
災
地
に
お
い
て

は
、
国
が
総
力
を
あ
げ
て
復

旧
・
復
興
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
東
日
本
大
震
災
は
、
こ

れ
ま
で
想
定
し
た
災
害
を
は

る
か
に
超
え
る
も
の
で
、
今
後

の
災
害
対
策
に
多
く
の
教
訓

を
残
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
教

訓
を
活
か
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら

策
定
致
し
ま
す
市
の
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て
は
、
特
に
、

地
震
津
波
対
策
と
原
子
力
災

害
対
策
に
つ
い
て
、
国
が
定
め

る
防
災
基
本
計
画
や
県
の
地

域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
見
直
し
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
原
子

力
災
害
に
つ
い
て
は
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
の
状
況
を
見
ま
す
と
、

未
だ
多
く
の
避
難
者
が
、
ふ
る

さ
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
で
、

壱
岐
市
は
九
州
電
力
玄
海
原

子
力
発
電
所
か
ら
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊

急
防
護
措
置
計
画
区
域
）
30
㎞

圏
内
に
入
る
こ
と
か
ら
、
万
が

一
事
故
が
起
き
た
場
合
の
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
市
民
皆
様

の
生
命
・
身
体
・
財
産
、
そ
し

て
こ
の
す
ば
ら
し
い
壱
岐
を

守
る
観
点
か
ら
、
原
子
力
発

電
所
の
原
則
廃
止
の
立
場
を

と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
5
月
7
日
に
は
、

九
州
電
力
（
株
）
に
対
し
、
佐

世
保
市
、
平
戸
市
、
松
浦
市
、

壱
岐
市
そ
し
て
伊
万
里
市
の

玄
海
周
辺
5
市
長
に
よ
り
、
安

全
協
定
締
結
の
た
め
の
要
請

活
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
長
崎
県
、

そ
し
て
関
係
自
治
体
と
十
分

連
携
を
図
り
、
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
大
規
模
な
災
害
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
公
助
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
共
助
・

自
助
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
り
ま
す
。
災
害
に
備

え
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
も
自

主
防
災
組
織
の
育
成
や
災
害

時
の
応
援
体
制
と
し
て
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
な

ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今

後
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
直
面
す

る
行
政
課
題
に
対
応
し
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す

と
と
も
に
、
明
日
に
希
望
の

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心

誠
意
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
市
民
皆
様
並
び

に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
本
日
提
出
い
た
し
ま

す
案
件
は
、
専
決
処
分
の
報

告
及
び
人
事
案
件
の
同
意
を

含
め
た
5
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
十
分
な
ご
審
議
を
い
た

だ
き
、
適
正
な
る
ご
判
断
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

○
病
院
事
業
に
つ
い
て

　
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
長

崎
県
病
院
企
業
団
加
入
に
向

け
、
懸
命
に
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
構
成
団
体
で
あ
る
県
及
び

5
市
1
町
の
同
意
を
得
る
そ

の
前
段
と
し
て
、
2
月
2
日

に
は
市
山
議
長
と
と
も
に
長

崎
県
知
事
へ
、
ま
た
4
月
20

日
に
、
再
度
、
長
崎
県
知
事

と
面
会
し
、
病
院
企
業
団
加

入
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
指

導
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
5
月
2
日
に
対
馬

市
へ
の
協
議
を
皮
切
り
に
、

構
成
団
体
へ
の
協
議
を
市
山

議
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
県
、
企

業
団
の
ご
指
導
を
受
け
、
加

入
条
件
の
諸
課
題
を
整
理
し
、

県
、
関
係
構
成
団
体
の
議
会
、

企
業
団
議
会
等
の
承
認
、
法
的

手
続
き
等
を
進
め
、
早
期
加
入

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
処
遇
に
つ
き
ま
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
部
署
の

体
制
を
強
化
し
、
協
議
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
精
神
科
病
床
の
一
日
も
早

い
再
開
、
救
急
救
命
率
の
向
上

な
ど
、
壱
岐
市
の
医
療
を
守

る
た
め
、
強
い
決
意
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
、
市
民
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
尚
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
市


